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４－⑧ 児童生徒の体力向上を図る

取組１９ 運動部活動の充実

【担当所属名：健康体育課】

１ 現状

学校における運動部活動により、スポーツに親しむ習慣を形成し、生涯にわたってスポーツに親しみ、

健康で豊かな生活を送ることにつなげていくことを目指しています。

また、同時に高い競技レベルを目指す者に対する育成、指導体制の整備にも努めています。

(1) 運動部活動加入状況

① 中学校

中学生の運動部活動加入率は、平成２５年度は

男子８６．７％、女子６４．６％、全体で７５．８

％となっており、全国平均よりも高い状況（中学

校２年生では男子で＋１．７％、女子で＋４．２

％）です。

しかし、年次推移は減少傾向で、生徒数自体も

少子化により減少傾向にあることから、学校によ

っては十分な部員の確保ができず活動が困難な種

目も発生してきています。

（県中体連・県高体連調査）

② 高等学校

高校生の運動部活動加入率は、男子６３．８%、

女子３０．７％、全体で４７．３％となっており、

増加傾向にあります。

(2) 運動部活動における外部指導者の活用状況

中学校の６３．９％、高校の７０．０％が外部

指導者を導入しており、中学校で３５５人、高校

で８４人が指導に当たっています。また、顧問教

員の多くは、外部指導者に対して、生徒の競技力

向上や顧問教員の指導力の補完を期待するととも

に、運動部活動が活性化するなどの成果を感じて

います。

（平成25年度県教育委員会調査）

(3) 運動部活動の適正な推進

大会開催補助、全国・関東大会派遣費補助、外部指導者の派遣(スポーツエキスパート事業・地域スポ

ーツ人材の事業)、中学校・高等学校運動部活動指導資料の作成等を行っています。

２ 課題

(1) 生涯スポーツ、競技スポーツにつながる運動部活動の在り方を検討すること

(2) 指導力やマネジメント力の向上を目指した研修機会を充実すること

(3) 専門的な能力を持った外部人材を活用すること
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３ 取組の方向 ４ 主な取組内容

(1) 東京オリンピック・パラリンピック開催決定 (1) 県中学校体育連盟及び県高等学校体育連盟、

によるスポーツへの関心の高まりを生かし、運 県高等学校野球連盟と連携し、生徒の運動部活

動部活動の加入率向上に向けた取組を充実させ 動への参加機会を充実させていきます。

ます。特に、男子と比較して加入率が低い女子 (2) 複数校による合同実施やシーズン制等による

の運動部活動への参加機会を増やします。 複数種目実施等、運動部活動における先導的な

(2) 地域や保護者と連携し、各学校が運動部活動 取組を支援していきます。

に関する学校の取組や各部の活動を評価し、改 (3) 県内の学校体育団体が実施する開催事業や派

善していきます。 遣事業に対し、共同主催者の立場から助成を行

(3) 指導者に対する研修等により、運動部活動に い事業推進の円滑化を図ります。

関する指導力や経営・調整能力の向上を図りま (4) 部活動運営委員会（仮称）を各学校の校内組

す。また、この中で体罰の未然防止に向けた取 織に位置付けるよう促します。委員会には教職

組を充実させていきます。 員、保護者、地域のスポーツ関係者、地域医療

(4) 学校と地域のスポーツ指導者との連携を支援 関係者等が入り、練習内容や練習時間、学校と

していきます。また、外部指導者一人ひとりの 保護者・地域との連携等について検討します。

指導水準を高めていきます。 (5) 中・高校の指導者を対象に運動部活動の在り

方や効果的な指導法について実技研修や講義等

を行い、指導力の向上と運動部活動の活性化を

図ります。

(6) 中学校の運動部活動に対する専門的技術指導

を必要とする市町村や県立高校に外部指導者を

派遣し、生徒の多様な実技指導のニーズへの対

応や顧問の指導力の向上を図ります。

(7) 外部指導者には、技術面の指導だけでなく、

生徒の人格形成に必要な規範意識や倫理観の育

成に関する指導力、学校の方針への理解を有す

る者を委嘱します。

５ 達成目標

目標の概要 基準年度の状況(H25) 目標年度の状況（H30）

(1) 運動部活動への加入率 中(男) 86.7％ 中(男) 90％

中(女) 64.6％ 中(女) 70％

高(男) 63.8％ 高(男) 70％

高(女) 30.7％ 高(女) 40％

(2) 運動部活動における外部指導者の活用状況 中 63.9％ 355名 中 75％ 390名

高 70.0％ 84名 高 75％ 100名

(3) 運動部活動運営に関する校内組織(部活動運営委員会 中 H25の数値はH26 中 100％

等)を設置している学校の割合 高 に調査実施予定 高 100％

６ 他の施策分野における関連した取組

(1) 総合型地域スポーツクラブの設置・運営に対する支援、クラブマネージャーやスポーツ指導者の育成、

スポーツに関する情報の収集・提供を行っています。【取組１８再掲】

(2) 東京オリンピック・パラリンピックをはじめとした国際舞台や全国の場で本県のスポーツ選手が活躍

することを目指して、国民体育大会に参加する各競技団体及び高体連、中体連が行う強化事業に対して

補助金等により、支援を行っています。

(3) スポーツ振興条例の趣旨を踏まえ、スポーツ環境の整備に向けたスポーツ施設の計画的な整備を進め

ます。【取組１８再掲】 （以上、スポーツ振興課）


